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二．カードには、どんな種類があるの？

　メンバーズカードを検討するにあたって、どんな種類があるのか、ご案内いたしましょう。

まずは、発行する対象者での種別をみてみましょう。 

　いずれも、お店への来場（来店）促進、およびリピータ様を増やすことを目的としています。

　　

　   ●不特定多数への発行を対象とするもの

　　　 ①スタンプカードやポイントカードの多くがこの分類のものです。

  　　 ②ただし、不特定多数を対象とする場合にはカードの重複発行や死蔵されることも多くなりがちです。

　　　 　必然的に発行枚数を大目に手配することが必要です。

　　　 ③旧来は、「紙カード」でしたが、最近は「ＰＥＴカード」と呼ばれる薄いプラスチックカード製のものが多くなり

ました。

　   ●特定者を対象とするもの

　　　 ①一般に「メンバーズカード」と呼ばれるカードは、会員登録用紙に名前などの個人情報を記入していただいた方

に発行する方式を取っています。

　　　 ②カードは、もちろん、プラスチックカードを使用します。

また、カードには、磁気テープやＩＣチップ、バーコードなど、コンピュータへのデータ入力が簡単にできる

機能が付加される場合もあります。

◇特に、大手企業様では、「販売管理システム」の中で「メンバーズカード」の運用がされる為、磁気付カード

もしくは、バーコードカードが必須となっています。

逆に、個人商店様などでは、「メンバーズカードを発行すること」そのものが目的となり、磁気付カードやバー

コードカードなどは、不要とされることが多いようです。


　　　　◇お店のイメージアップには、「メンバーズカード」は、欠かせません。

　　　　  ショップイメージを演出する小道具として、発行されている例も多数ございます。

　　　　◇また、イベントなどの演出として、短期間、会場内だけで使用される「一過性のカード」を作成される事例も

ございます。
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